かみお しゅぜん 

甲 府の神 尾 主 膳の 邸へ 来客が あ つ て 或る 夜の 話、 

「神 尾 殿、 江戸から お 客が 見える そうだが まだ 到着し 

ませぬ か」 

お レ.； ，6 づ れ 

「女 連の こと だから、 まだ 四 五日 はか かるだろう」 

「なにしろ 有名な 難路で ござる から、 上野 原 あたり ま 

で 迎えの 者 を やって はいかが で ござるな」 

「それに は 及ぶまい、 関所の 方へ 会釈の あるよう に 話 

をして おいた から、 まあ 道中の 心配 は あるまい と 思う」 

「関所の 役人が 心得て いる ことなら 大丈夫で あろうが、 



貴殿 御自身に 迎えに 行く 心が あ つ たら、 近いと ころ ま 

で 行つ て ごらんになる もよ ろし かろうと 思う」 

「しからば、 勝 沼 あたりまで 行って みょう か 知らん」 

ささ ご さる はし 

「勝 沼までと 言わず、 いっそ 笹子を 越えて 猿 橋 あたり 

まで 行って みて はいかが で ござるな」 

おっくう てんもくざん 

r 笹子を 越える の はチト 億劫 だが、 しかし まだ 天目山 

の 古戦場 を 初め、 あの 辺に は 見て おきたい と 思って そ 

の 機会 を 得ない 名所が いくら も ある、 そう 言われる と 

この 際、 行って 見たい ような 気持が する」 

「行って 見 給え、 江戸から のお 客と いうの を 途中で 迎 

えて、 それ を 案内して あの 辺の 名所 を 見物し、 その 帰 



えんざん つか 

りに 塩 山の 湯に でも 浸 つてみ る も 一 興であろう」 

「左様、 それで は ひとつ、 気休め をして 来よう かな」 

「それが よかろう」 

と 語り合つ ている 一人 は 神 尾 主 膳で、 一人 は 分 部と い 

う 組頭。 この 二人が 別懇の 間柄で ある こと はこの 会話 

でも 知れます。 この 話 をして いると ころへ、 

「お客様、 山 ロ四郎 右衛門 様が おいでになりました」 

「ナ 二、 山 口 殿が 見えた と？ それ はちょう どよ い、 

分 部 殿 も おらる る、 直ぐに これへ お通し 申す がよ い」 

「 畏 まりました」 

まもなく 山 ロ四郎 右衛門と いうの が 入つ て 来ました _ 



りました。 これ は徳 川と は あまり 縁の 薄い 方の 平民 側 

の 中の 蔭口に 多い のです。 その 言い草 を 聞けば、 

「ナ— ンだ、 長 州 出兵なん て、 よけいな こと だ。 お 膝 

元 を 見る がいい、 貧窮 組が ああして 騒ぎ 廻って いる 

じ やない か。 貧窮 組が ああして 騒ぎ 廻って いる 間に、 

頼まれ もしない 長 州 くんだり まで 兵隊 を 出して どうす 

いんばぬ ま 

る 気 だ。 そんな こと をす るより は 印旛 沼の 掘 割りで も 

した 方が よっぽど 割が い ぃぜ」 

こんな こと を 言つ て、 ばかばかしが つ ている 者 も あ 

リ ま ^9 

また 一 方に は 譜代 以外の 者で、 盛んに 長 州 出兵に 声 



ますから、 出兵、 出兵、 出兵に 限る というよ うな こと 

に 傾いて 行きました。 なんでも ドシド シ兵を 繰り出し 

て 長 州から 薩 摩の 果て、 琉 球まで も 踏みつ ぶして やら 

ねばなら ぬと 意気込み を 示した 者 も 大分 あ つ たようで 

この 出兵 論が 正しい か 正しくな いか は 知れない が、 

いよいよ 事実に な つてみ ると 愚劣 を 極めた ものでした _ 

最初の 長 州 征伐 は、 どうにかこう にかお 茶 を 濁して 幕 

府の 面目 をつな いだ けれども、 二度目と なって は カラ 

キリお 話に なりませんでした。 幕府の 威信 を 張る どこ 

ろで はなく、 かえって グ ニヤ グ ニヤと 腰が 砕けて、 長 



拝の 若い 人々 の 口から 洩れて 来る ので ありました。 

高 島四郎 太夫 (秋 帆) が 幕府から 怖れら れ たの は、 

他の 勤王家の 連中が 幕府から 怖れら れ たのと は 全く 違 

います。 秋 帆に は 大藩を 動かして 権力 を 争って みょう 

とか、 砲術 を 研究して それによ つて 虚名 を 博そうと か、 

そんな 野心 は 少しもなかった ものであります。 国内の 

ことに 空しく 慷慨 悲憤して いる 連中な どの、 梯子 を か 

けても 及ばない ところに その 着眼と 規模と が あつ て、 

長 崎の 微々 たる 小吏で ありながら、 諸侯の 力 を 借りず 

に 独力で もって 大事 を 行う ほどの 実力 を 持って いたか 

ら、 それで 怖れら れ たのです。 けれども その 秋 帆と て 



も、 もう 罪 (？) を赦 されて、 江川 太 郎左衛 門 を 助け 

ていろ いろ 熱心に その 研究 を つづけて いる 時分の こと 

であった から、 なにもい まさら その 祟りが 駒 井能 登 守 

むく 

へ 報って 来る という 理由 はない ことなの であります。 

とにもかくにも、 こんな 風評の 間に 送られて、 行 先 

では また 神 尾 あたりの、 あんな 悪感情に 迎えられて 甲 

府へ 乗り込む 若い 支配の 前途 も 多事で ない こと はあり 

ません。 

てがる 

その 行列 は 存外 手軽で、 僅かに 与力 同心と 小者の 

類 と 同勢 十 人足らず で、 甲 州 街道 を 上 つ て 行きました。 

甲府の 城内へ も、 いつ 出かけて いつ 到着 するとい う 



「左様で) J ざリ まする」 

「このお 手形に は 二十 余人の 一座と 書いて あるが、 そ 

の 者 共 は どこに いる」 

「それ は あとから 参ります る」 

「待て 待て、 このお 手形の 日附が 違う、 ェ ー と、 其方 

は 今より 三月 ほど 前に この 関所 を 越えて 甲府へ 出た こ 

とが あるよう に 覚えて いるが、 これ は その 時の 手形 だ 

な」 

「ええ、 その …… 」 

「ならん、 斯様な もの は 用 向の 済み 次第お 上へ 御 返納 

申さねば ならん、 これ を 以てお 関所 を 通る こと は 相 成 



らん」 

「では、 そのお 手形で は 通れな いんで ございま すか」 

「左様」 

「それで はお 書換え を 願いたい もので ございます、 急 

に甲府 まで 参らねば ならな いんで ございま すから」 

「ばかな こと を 言うな、 そ う 急 に 書換え などが できる 

もので はない、 江戸 表へ 立 帰って 相当の 手続 を 踏んで 

お願い 申せ」 

ゥ.^ -ぁ 

「そんな こと をして はおられません、 わたしの 連合い 

が甲府 にいて、 急に わずらい ついて、 大 へん 危ない の 

でございますから、 どうぞ、 お通しな すって 下さい ま 



り 出す か あらかじめ 断わり はでき ない、 女 そのものの 

性質と いうよりも、 時の ハズ ミが女 を 賢 婦人に したり 

ためし 

毒婦に したりす る 例が 多い」 

「それ も 一理 は あるよう じ や。 しかし それで は ハズミ 

という もの を あま リ 重く 見過ぎ たきら いが ある、 いか 

まさお か 

にハズ ミが附 いたから とて、 政 岡が、 鬼神のお 松に な 

る マ j と はなかろう」 

「性質に もより ハズミ にもよ る、 罪 は その 両方に ある 

あけち みつひで 

と 見る のが 穏当であろう。 明智 光秀の 如き も、 信 長 公 

むほん 

が あれほどの 短気でなかった ならば、 謀叛 はしな かつ 

たで あろうが、 たとえ 信 長 公が 短気であった ところで、 



どうちゅう ざし 

道中 差 を 差して、 足 ごしら え をして キリリと した 

^装で、 向う 岸の 茅屋の 後ろ を 飛ぶ が 如くに 歩いて 行 

さます。 

「あれ は 何者 だ、 足の 早い 奴」 

と 驚いて いると、 能 登 守が、 

「いかにも 怪しげな 奴 じ や、 関所の 裏 を 通った ものと 

見 ゆる、 誰ぞ 行って 追蒐 けて みられよ」 

「心得ました」 

同心が 二人、 板 橋 を 渡って 向う 岸へ と 飛んで 行き ま 

した。 

怪しげな 旅の 男 は それ を 知って、 山の 中へ 逃げ込ん 



「ただ、 さきほど 峠道で 若い おかみ さんが 悪者に 苛め 

られ ている ところ を、 鳥 沢の 親分が 通りかかって 連れ 

ておいで になった ばかりで ございます」 

と 土地の人が 言います。 

「若い おかみ さんが 悪者に 苛められ ている ところ を、 

鳥 沢の 親分が 助けて 連れて かえった と？ して その 若 

いおかみ さんと いうの は …… また 鳥 沢の 親分と いうの 

ま.^ 者 I 

与力 同心が、 土地の 者の 言葉尻 を 捉えて それ を 訊ね 

てみ ました。 

ご ま はえ 

よく 聞いて みると、 峠道で 悪い 胡麻の 蠅に かかって 



たま 

れが ために 両岸に 多くの 通行人が 溜って、 駒 井能 登 守 

の 渡って しまう の を 待って いました。 

「どうした のか、 両岸に 人が たかって いる」 

能 登 守 は 不審に 思いました。 

「御 支配 様、 どうぞ これ をお 召しな すって 下さい まし」 

連 台 を 持って来ました。 屈強な 男が 二十 人 ほどで そ 

の 連 台 を 担ぐ のであります。 

「お 役人 様 方 は、 どうか 野郎 共の 肩に お召し 下さい ま 

し」 

与力 同心の 面々 は 肩車で 越える と いう ことで ありま 

ちゅうげん やりもち はさみば こかつ 

す。 そのほか 仲間、 槍 持、 挟 箱 担ぎ、 S 方に 至る ま 



に 思って、 早く 手軽に 通って しまいた いの だが、 鄭重 

にす るた めに 宿 役人 は 川越し 人足の 勢揃い や 人数 配り 

に 手数 を かけて なかなかに 時間 を 取る のであります。 

能 登 守 の 連 台が やっと 担ぎ出されて、 与力 同心の 面々 

の 肩車が それに つづこう とした 時に、 上野 原の 方から 

あ つ J こパこ 

慌 しく この 場へ 飛んで 来たの は 誰あろう、 宇治山 田 

の 米 友で ありました。 

二 

米 友 は 例の 通り 跛 足 を 引いて、 杖 をつ いて、 横つ 飛 



安宅の 関の 弁慶み た い な.？ J た い そうな y J と を 言うな い 、 

富 樫に しちや あ 出来過ぎ てら あ、 第一、 手前た ち は 富 

樫と いう 面 じ やねえ」 

さあい けない、 米 友 はまた 啖呵 を 切って しまった。 

米 友 流の 啖呵 を 切って 開き直る と、 手に 持って いた 

杖 を 眼に もとまらない 迅 さで 取り直して、 いま 自分 を 

なぐ いっし 

撲 つた 人足の 眼と 鼻の 間に 一 剌を 加えました。 

「あ ッ！」 

その 人足 は ひっくり返る、 あとの 人足 は 殺気が 立つ。 

人足 を 一 人 突き倒して、 しばらく 彼等 を 呆気に 取らし 

た 米 友 は、 二三 間、 河原の 向う へ ッッと 飛び越して 岩 



この 騒ぎで、 駒 井能 登 守の 連 台 を 担ぎ かけた 人足 も、 

またぐら 

与力 同心の 股 倉へ 頭 を 突っ込んだ 人足 も、 みんな それ 

を やめて しまって、 来 友の 方へ バラ バラと 飛んで 行き 

ました。 宿 役人 は 青くな つて その 騒ぎ を 抑えに かかり 

ま ^9 

意外の 騒動が 起った ので、 駒 井能 登 守 はやむな くそ 

の 騒ぎ を 見て いました。 与力 同心の 連中 も それ を 見て 

いました。 いずれも 人足 どもの 騒ぎ、 宿 役の 連中が 取 

鎮める であろうから 自分た ちが 手 を 下す まで も ある ま 

い。 それで 騒ぎの 済む の を 待って いるう ちに も、 岩の 



「呀 ッ」 

仰向けに 河 K ヽ 落ちる。 

なかま 

「野郎、 仲間 を 突き やが つたな、 さあ 承知が できねえ」 

血 を 見る と 人足が 狂う。 

事態、 いよいよ 危険と 見た から、 駒 井能 登 守の 手に 

いた 与力 同心が 出動せ ねばならなくな りました。 

与力 同心の 出動に よ つ てこの 騒ぎ は 鎮まりました。 

しかし 納まらな いのは 雲助 ども、 あんな 悪口 を 言われ、 

且つ 面の 真中 を 突かれた 負傷者 を さえ 一 人出して いる。 

五分五分の 仲裁で は 納まりよう はずが ないから 与力 同 



人足 ども も 笑って、 来 友が ひとりで ズンズ ン川を 越し 

て 行く の を敢て 止めませんでした。 

か わむ ^ J う 

この 一場の 小 喜劇が これで 済んで、 川 彼方 を 跛 足 を 

引き 引き 龃け て 行く 来 友の 形 を さんざんに 笑いながら、 

ようやく 能 登 守 一 行の 川 渡りが 済みました。 しばらく 

遠慮 をして いた 両岸の 旅客 もよう やく 渡る ことができ 

ました。 

「いや、 旅 をす ると さまざまの 面白い もの を 見る わい、 

駒 木 野の 関所で 見た 女、 次に 小 仏 を 下りて 見かけた 足 

の 早い 男、 今 また あの 奇妙な 小男、 さて この 次に は 何 

を 見る か。 それにしても あの 小男が 槍 を 使う の は 至極 



たように うねって おります から、 煙草の 火の 借リ 合い 

がで きる ほどのと ころへ 行く にも 廻り 廻って 行かねば 

なりません。 或る時、 二人の 座頭が、 この 道 を 通り ま 

する 時、 おた がいに 言葉 を かけ 合つ て 参り ましたが、 

途中で 後ろの 者が 『ォ— ィ』 と 申します、 前の ものが 

『ォ— ィ』 と 返事 をし ます、 近いと ころに 聞え たもので 

すから、 真直ぐ に 行く と 谷へ 落ちて 死んで しまい まし 

た。 それで 座頭 転が しとい うの だそう で， 、- J ざ います」 

「この 街道 は 道が 嶮 しい ばかりでなく、 人気な どもな 

かな か 荒い ようじ や」 

「人気 は なかなか 荒い そうで ございます、 どうも 郡 内 



は 慄ぇ上 つ てま だ 手 を つける 人 は) j ざいません」 

「憎い 奴 じ や、 上 を 怖れぬ 仕方、 早く 引き上げて やれ」 

与力 同心 は 仲間 小者と 力 を 合せて、 この 細引に かけ 

て 吊して あった 人間 を 引き上げて やりました。 

まっさお 

引き上げて みると、 もう 真 蒼に な つ て 息が 絶えて い 

る 模様で したから、 薬 を くれたり 水 を やったり して 介 

抱す ると 幸いに 息を吹き返しました。 

「これ、 気 を 確かに 持て」 

「有難う ございます」 

その ほう 

「其方 は 何者 だ、 どうして 斯様な 目に 遭った の だ」 

「どうも 相 済みません、 な あに、 ちっとば かりこつ ち 



の 悪戯が 過ぎた から、 それで こんな 目に 遭つ たんで ご 

うつち や 

ざいます、 打捨 つてお いて 下さい まし」 

「斯様な 惨酷な こと を 致す もの を 打 捨てて はおけ ぬ、 

聞けば 鳥 沢の 条 とやら いう 悪者の 仕業 じ やそうな。 う 

む、 その 条 という 者 は どこに いる」 

「な あに、 鳥 沢の 親分が やつたん じゃあ ございません、 

わつ.' 

俺が 慰みに やつ てみ たんで ございます」 

「さてさて、 貴様 はわから ぬ 奴 じ や、 包まず 申せ、 貴 

かたき 

様の ために 仇 を 取って やる」 

「な あに、 仇なん ぞは 取って いただかな くっても よろ 

しう ございます、 おかげさまで 地獄から 呼び戻された 



ません」 

ひど 

こんな 酷い目に遭わされながら 何とも 訴えな いのは、 

そこに 何 か 仔細がなければ ならぬ と 思つ て 与力 同心の 

面々 は、 この 男 を 引き立てよ うとした 時に 気がついた 

の は、 この 男に 片腕の ない ことでした。 

つめ 

これより 先、 猿 橋の 西の 詰の 茶屋の 二階で 郡 内 織の 

榲袍を 着て、 長 脇差 を 傍に 引きつけ て 酒 を 飲んで いた 

一人の 男が ありました。 年 は 五十に 近いの だが、 でつ 

ひたいぎわ け わ 

ぷリと 太って、 額際に 向う 傷が あって 人相が 険しい。 

これ は 前に しばしば 名前の 出た 鳥 沢の 条と いう 男で あ 

リ ま ^9 



でありました。 

「親分さん、 どうか 助けて 上げて くださいよう、 死ん 

でしまい ます、 悪い 人 は 悪い 人で も、 あれで は あんま 

リ 酷う > J ざ いますから、 早く 解 いて やつ て 下さ いよう」 

「いいや、 いけね え。 お前 もずい ぶん、 女子供 を 買つ 

しょうべ い 

て 来て 危 ねえ 芸当 を させて 銭 をもう ける 職業 に 似合 

しおき 

わね え、 あのく らいの 仕置が 見て いられね えで どうす 

る。 野郎に 軽業 を させて 今日はお 前と 俺が お 客に なつ 

さじ さ 

て 見物す るんだ、 この 桟敷 は 買 切り だから 誰に 遠慮 も 

いらね え、 首尾よく 野郎の 芸当が 勤まれば、 二人の 手 

から 祝 議 を くれてやら あ」 



「へえ、 両腕の 揃っていた 時分に 叩き込んで ありまし 

たから、 まだ それが 片一方の 方へ いくらか 残って いる 

ので ございます、 けれども 碌な 仕事 はでき ません から 

^ J の ごろ は 職人 任せで) J ざいます」 

みのぶ 

「貴様 は 身延へ 参詣 に 行く の だと 申した がその 通リ 

ゝ I 

力」 

「左様で ございます。 お 祖師 様 を 信心 致します から、 

それで 身延 山へ 参りて えと 思って 出かけて 参りました 

んで」 

どうじ や こうじゅう つれ 

「身 延の道 者なら ば 講中 とか 連と かいう ものが あり 

そうな もの、 一人で 出て 歩く という は 怪しからん」 



そこで、 今までの ひっかかり はいつ さい 断ち切って 

しまって、 翌朝 駒 井能 登 守の 一 行 は 猿 橋 駅 を 立ち 出で 

て、 またも 悠々 として 甲 州 道中 をつ づけました。 

とのう え こまば し 

猿 橋から 殿上、 横 尾、 駒 橋 を 通って 大 月へ 出た 時分 

- J , 

「この 大きな 一枚岩の ような 山、 これが 武 田の 勇将 

おやま だび つちゅう のかみ いわとの さん 

小山 田備中 守が 居城 岩 殿 山、 要害と しても 面白い が景 

色と しても 面白い。 備中守 信 茂 はたし かこの 城で 二度 

の 勇気 を 現わして いるよう だ。 一度 は 村上義 清の 手 か 

ら 逆襲され た 時、 五十 余人で これ を 守って 守り 通して 

その 間に 信玄の 援兵が 来た。 二度 は武 田の 末路の 時、 



「信玄 公 は、 智略に おいて 第一、 惜しい ことに 人情に 

乏しい、 民 を 治める こと は 上手であった にか かわらず、 

その 徳がニ 代に 及ばず、 その 術が 甲斐 信 濃 以上に 出づ 

る ことができなかった。 越後の 上 杉 謙 信 は それに 比べ 

ると 勇気 第一、 それ とても 北国 を 切り 従えた のみで 

じよ-つら < 

上洛 の 望み は 遂げず、 次に 織 田 右大臣、 よく 大業 を 為 

し 得た けれど、 その 身 は 非業の死。 豊臣 太閤に 至って 

ぜんだいみもん なにわ 

前代未聞の 盛事。 それ もはや 浪花の 夢と 消えて、 世 は 

じんぎ 

徳 川に 至りて 流れ も 長く 治まる。 剛強 必ず 死して 仁義 

ま 

王たり という 本文 を 目の あたりに 見る ようじ や」 

例に よ つ て 官用 だか 名所 見物 だか わからな いような 



みもの 

ろ は 古今の 観 物 だ。 まあ、 あんな 相撲 はお そらく 日本 

の 戦争に 二つと は あるまい な、 戦国の 時代で はま さに 

あれが 両 大関 だ」 

かけひき 

「それ はそう に違いない、 川 中島の 掛引は 軍記で 読ん 

うな 

でも 人 を 唸らせる、 実際に 見て おいたら、 どのくらい 

学問に なった か 知れぬ。 我々 は 不幸に して その 時代に 

遭わなかった こと を憾 むくら いのもの だが、 しかしな 

お 遺憾な こと は、 あの 両 大関 を 空しく 甲斐と 越後の 片 

隅に 取組まして しまって、 本場所へ 出して 後から 出た 

横綱と 嚙み 合わせて みなかった ことが 残念 だな」 

「それ は 誰でもそう 思う、 B 玄と謙 信が、 もう 少し 



泊って いました。 

笹子峠 を 下って 来た 客 もこの 黒 野 田で 宿 を 取る。 笹 

子 峠へ 上ろうと する 旅人 もこ こで 泊つ て 翌日 立とうと 

する の だから、 自然に 足 を 留める。 それに 今日は 勤番 

支配の 一行が 入り込ん だから、 この 小さな 山間の 小 駅 

あ-^ - 

が 人 を 以て 溢れる という 景気に なつ てし まいました。 

駒 井能 登 守の 一行が 本陣へ 着いて しまつてから、 少 

しばかり たって この 宿へ 入り込んで 来た 二 挺の 駕籠が 

ありました。 駕籠の 中 は 何者 だか 知れない が、 その 傍 

に附 いている のが 例の 来 友で ある ことによ つ て 大抵 は 

想像され ましょう。 幸いに して 米 友 は 託された 人の 乗 



ちゅうちょ 

米 友 はさす がに 躊躇し ます。 米 友 もそう いう 掛合 

いに 適任で ない こと を 自覚して いるので す。 槍 を 取つ 

てこ そ 宇治山 田の 米 友 だけれ ども、 大名 旗本 を 相手に 

掛 合い をす る 柄で ない こと を 知ってい るから、 それで 

尻込み をした がると、 

「もと 四 谷の 伝馬 町に いた 神 尾 主 膳からの 使で ござい 

ますと 言つ て ごらん、 そうして 主人の 勤め先の 甲府へ 

参る 途中で ございま すが、 女ば かりで 泊る ところに 

困って おります からと、 事 # を 話して 頼んで ごらん。 

い いかえ、 い つもの ように ポンポン 言つ てし ま つ て は 

いけませんよ、 丁寧に 言つ て 頼まな けり や いけません 



る 人の 目 を 驚かせました。 与力 同心の 面々 など も、 こ 

やど 

の 思いがけな いあい 宿の 客の 奥へ 通る の を 目 を 澄まし 

ていろ いろに 噂の 種が 蒔かれました。 あれ は 能 登 守 殿 

の 親戚の 者だろう と言う 者 も ありました。 いや 御 支配 

の 夫人 …… にして は 少し 老けて いる —— という もの も 

ありました。 江戸から 連れて来 たので は 人目もう る さ 

いし、 人の 口 も あるから、 わざと 道中 を 別にして、 こ 

の 辺で 落ち合う 手 害で 来たの だろうと 考える もの も あ 

リ ました。 そんな はず はない という もの も ありました _ 

能 登 守 は そ う い う 性質 の 人で はない と 弁護 をす る も の 

も ありました。 



が、 異彩 を 放って いる ことが よく わかる のであります _ 

剃立てと いえば、 青々 として ツル ツルした ように 考え 

かみそり けず 

られる けれど、 来 友の はよ く 切れない 剃刀で 削った の 

だから、 なかなか テラ テラ 光る という わけに は ゆかな 

か A なくす 

いのです。 ところどころに 削り 残された 鉋屑が 残つ 

ている のであります。 けれども 当人 は、 やむ を 得ない 

ような 面 をして 二人に つづいて 上り 込んで 来たから、 

誰も それ を 見て 吹き出さな いわけに は ゆきません でし 

た。 

「兄さん、 お前の 頭 を 見て 皆さんが 笑って いますよ」 

お 絹 は 振 返って 米 友の 頭 を 見て、 自分 もお かしく 



明日 笹子 峠へ かかる 都合に 御座 候、 これより 峠を越 

こまか ひ 

えて 峠 向 ふの 駒 飼と いふ 処 まで 二 里 八丁の 道に 候、 

小 仏 峠と 共に 此の 街道 中での 難所に 候、 笹子を 越え 

候 はば 程なく 勝 沼に て、 それよ リ甲府 まで は 一 足に 

候、 さすがに 峡と 申す だけの 事 はありて、 中々 難渋 

な 山道に 候へ ども 一同 皆々 元気に て、 名所 古蹟な ど 

を訪ら ひっつ 物見遊山の やうな 心 持に て 旅 をつ づけ 

居り 候、 また 人事に も 面白き 事 多く、 土地の 名物 や 

これ ぁリ そろ 

風俗な どに も 少しく 変った 事 有 之 候、 言葉 もまた 江 

戸より 入り 候へ ば 甲 州 特有 の 言葉 ありて 面白く 覚え 

候、 昨日 はまた 甲 州 名^の 猿 橋と いふの を 通り 申 候、 



町 二番 地、 駒 井能 登 守 内へ」 と 立派な 手蹟で 認めて あ 

リま， ^9 

それ を 見る と、 お 絹 はまた むらむらと 変な 心が 起り 

ました。 この 手紙 は 能 登 守から その 可愛い 奥方に 送る 

手紙 だと 感づいて みると、 お 絹の 心が 穏やかで ありま 

せん。 能 登 守の 奥方に はま だお 目に かかった こと はな 

いけれ ど、 能 登 守が あの 通り 若くて 綺麗な 人 だから、 

奥方 もまた 若くて 美しい 人に 違いない と は 誰でも 想像 

される ことであります。 そういう ことに はこと に 敏感 

な この 女 は、 あんまり 人 をば かにして いると こう 思い 

ました。 お 安くない 夫婦の 間の 音信 を この わたしたち 



と 言つ て、 有無 を 言わさず 縁の下へ 引き下ろして しま 

いました。 

河 iA に 浚われる というの は、 ちょうど こんなの だろ 

ひとこと ひま 

うと 思われます。 お 絹 は 一 言 も 物 を 言う 隙 さえな く、 

欄の 上から 川の 岸の 笹 藪の 中へ、 何者と も 知れない 

ものに 抱き込まれて しまいました。 何物と も 知れない 

ので はない、 その 者 はお 絹の 首 を 抱いて その 面 をし つ 

かりと 胸に 当て、 口の 利け ないように してお いてから 

「おれ は、 がんりき だ、 百 蔵 だ」 と 名乗った はずです。 

本陣の 方で は、 こんな こと を 気の ついた ものが 一人 

もありませんでした。 



お 絹が 一 切 を 語らなかった から、 これらの 人々 も 何 

と 判断の つけよう がな く、 結局 この 矢 立の 杉 あたりに 

棲む 天狗の 仕業と いう 里人の 迷信 を 打消し もせずに 出 

て 来た もので ありました。 けれども、 ここで 考え直し 

て みれば、 どうしても 解せ ぬ ことであります。 

「さて この 道中 は、 いろいろな 珍ら しい ことに 出会す _ 

顧みて 数える と、 まず 駒 木 野の 関所で あの 女、 次に 小 

仏 峠で 足の 早い 奴、 それから 鶴 川で は 槍 をよ く 使う 

こひょう 

小兵の 男、 それから 猿 橋へ 来て 橋へ 吊された ものが 前 

の 足の 早い 奴で、 また 片手の 無い 奴、 それ を 捉まえて 

みると その 夜のう ちに 消えて なくなる」 



「それ は 大変で ござり まする。 して その 難儀と 申し ま 

する の は 9.」 

ごま はえ 

「くわしい こと はわから ぬが、 盗賊 か 胡麻の 蠅に 過ぎ 

ま いと 思う」 

「それ はま ことに 心が かりで 一 ，- ざり まする」 

「とにかく、 黒 野 田へ 行って 見ての 上で ない と 拙者に 

も わからぬ。 それから 滝 田、 この 道中、 ことによると 

駒 井能 登 守と いう 旗本と 出逢う かも 知れぬ、 それ はこ 

のた び、 甲府 へお 役に なった 拙者の 知合いだ、 たぶん 

我々 が 峠へ 登る 時分に、 駒 井 は 下りて 来る だろう から、 

やがて 行 逢った 時 は、 乗物 を 下りて 名乗り 合う の はこ 



と 面倒 だから、 知らぬ 面 をして 通れ」 

r 畏 まりました」 

「なるべく ならば 神 尾 主 膳と 名乗りたくない、 尋ねた 

ならば、 誠訪の 家中で 江戸へ 下る とで も 申して おいた 

がよ ろしかろう」 

「畏ま リ ました」 

こうして 神 尾 主 膳の 一 行が 関所 を 出て 橋 を 渡って 休 

こまか い 

所の、 すしや 重 兵 衛の前 を 通って 駒 飼へ と 進んで 行き 

ました。 

その 時 は、 まだ 早朝の ことで ありました。 神 尾 主 膳 

の 一行が 駒 飼の 宿から 出て、 いよいよ 笹子 峠の 上りに 



「なるほど、 其方 を 追い かけて 来たの は、 駒 井能 登 守 

の 人数で あると 申すな」 

「左様で ございます、 あれもう、 ああ やって 追い かけ 

て 参ります」 

「殿様、 お聞きの 通りの 次第、 いかが 取 計らった もの 

で) ，- ざ リ ましょう」 

「よし、 助けて やれ」 

「では 能 登 守 様から 故障が ありました 節 は、 いかが 取 

計らいましょう」 

「拙者が 引受ける からよ ろしい」 

神 尾 主 膳 は 一諾して しまいました。 怪しい 奴 は 弱り 



きっていた にか かわらず、 この 一諾 を 聞いて 躍り 上る 

ほどに 喜んで、 

「有難う ござり まする、 この 御 恩 は 死んでも 忘れ は 致 

しませぬ」 

神 尾の 駕籠 を 拝みます。 神 尾 は それ を 見て、 

「どこの 何者か 知らん が、 危急と 見受ける 故、 とも か 

くも 一応 助けて 取らせる。 滝 田、 幸い 駕籠が 二つ 空い 

ている、 それへ この 者 を 載せて やれ」 

「畏まりました。 これ、 殿様が お助け 下された 上に、 

この 乗物 をお 貸し 下さる、 有難く 心得て この 中へ 入れ」 

「何から 何まで 有難う) J ざいます、 それで は 御 遠慮な 



「おのおの 方に お名乗り 申す 由 はない。 たって 姓名が 

じ. *.」 じ. *.J 

承りた くば 能 登 守 直々 においで あるが よろしい」 

と 神 尾の 者が こう 言いました。 

この 時に、 駒 井能 登 守と 渡 辺と いう 与力が、 峠 を 下 

りて 近いと ころまで やって来ました。 

それと 聞いて 渡 辺 は 神 尾の 駕籠 近く 寄って 来て、 

「お 乗物の 中へ 物申す、 拙者 は甲府 勤番 支配の 与力 渡 

辺 三次 郎、 失礼ながら お名乗り を 承りたい」 

この 時に 神 尾 主 膳が 駕籠の 垂を 上げて 外 を 見る と、 

おりから 来 かかった 駒 井能 登 守と 面 を 合わせた が、 さ 

あらぬ 体で、 



「拙者 事 は、 同 じ く甲府 勤番 の 組頭 神 尾 主 膳で ^ /ざる、 

今日は 私用に てこのと ころ を 通行 致す 故、 公用 向きの 

礼儀 は 後日に 譲る、 お尋ねの 怪しい 者と やら 一 向に 我 

等 は 存知 致さぬ、 前路 にち と 急の 用事 あるに より、 こ 

れ にて 御免」 

こう 言った ままで、 垂を 下ろさせて さ つ さと 駕籠 を 

進ませました。 だから 能 登 守の 左右の 者が、 その 無礼 

を 憤って 眼と 眼 を 見合わせ ると、 能 登 守 はな にげなき 

風 晴 で 取合いません。 



う 気が 更に 見えな い。 仕返し をして みょうと いう 気が 

ない ばかりでなく、 そのために 山狩り をして 悪い 奴 を 

捉まえよ うとす るの を、 よけいな ことのよ うに 見て い 

ま ^9 

それよりも なお わからな いのは、 昨夜 あれほどに 人 

騒がせ を やった 当人で あるに かかわらず、 今日はもう 

ケロリ としてし まって、 甲府 から 迎えに 来たと いうお 

さむらい 

武士 を 引 張り上げて、 あの 通り 御機嫌よ くもて なして 

いると いう ことが、 正直な 米 友に とって は 忌々 しい こ 

とです。 

あんなと りと まりのない 人間 を、 槍 を 持って 番人に 



「え え？」 

「お前さん は、 これから 江戸の 方へ 帰りな さると も、 

また 甲府の 方へ 行って みょうと も、 もう わたしたちに 

.5 まま 

かまわないで、 自分の 気儘に してお いでなさい」 

「うむ」 

ここ ろざ し 

「これ は 少し だけれ ど、 ほんの、 わたしたちの 志 、 

どうぞ 納めて おいて 下さい。 それから、 もしお 前さん 

こころ やすだ 

が 甲府へ 行っても、 今までの 調子で 心安立てに、 殿様 

のお 邸なん ぞへ 無暗に やって来られて は 困る こと も あ 

るから、 そこ は 遠慮 をして おいてお くれ、 そのうち 御 

縁が あれば また 何とかして 上げない もので も ありませ 
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